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三
瓶
山
は
、
昭
和
38
年
４
月

10
日
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
、
今
年
で
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
三
瓶
山
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
と
と
も
に
、
三
瓶
山

の
価
値
や
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
三
瓶
山

国
立
公
園
指
定
五
十
周
年
事

業
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

三
瓶
山
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
山
開
き
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

神
事
の
後
、
三
瓶
山
登
山
を
行

い
ま
し
た
。
山
頂
に
は
積
雪
が

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加

者
が
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
山
頂
神
社
の
修
復

の
た
め
、
砂
や
セ
メ
ン
ト
等
の

修
復
材
料
を
運
ぶ
必
要
が
あ

り
、
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

約
50
人
が
、
山
頂
ま
で
資
材
を

運
び
ま
し
た
。
９
月
中
旬
に
竣

工
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
原
埋
没
林
公
園
開
園
十

周
年
を
記
念
し
、
藤
岡
大
拙
氏

に
よ
る
基
調
講
演
「
古
代
出
雲

の
巨
大
神
殿
と
縄
文
の
森
」、

河
野
美
知
氏
の
進
行
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
太

古
の
森
の
伝
言
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

火
山
の
噴
火
に
よ
り
埋
没
し

た
、
４
０
０
０
年
前
の
巨
木
が

眠
る
〝
三
瓶
小
笠
原
埋
没
林
公

園
〟（
三
瓶
町
多
根
ロ
58-
２
）

で
は
、
多
く
の
入
館
者
が
、
そ

の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
に
感
銘

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

井
山
裕
太
本
因
坊
と
挑
戦
者

高
尾
紳
路
九
段
の
対
局
が
、
三

瓶
町
の
「
四
季
の
宿　

さ
ひ
め

野
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
因
坊
戦
は
、
江
戸
時

代
の
碁
聖
「
第
四
世
本
因
坊
道

策
名
人
」
が
仁
摩
町
馬
路
出
身

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
大

田
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ひ
め
野
で
は
、
対
局
に
あ

わ
せ
、
指
導
碁
や
大
盤
解
説
会

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

４
月
21
日
㈰

４
月
27
日
㈯

５
月
16
日
㈭
か
ら
17
日
㈮

◀
三
瓶
山
山
開
き
の
様
子

▲本因坊戦の様子

第
33
回
三
瓶
山
山
開
き

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

開
園
十
周
年
記
念
式
典

第
68
期
本
因
坊
戦

　
　

七
番
勝
負
第
一
局

○
さ
ん
べ
恐
竜
王
国

　

７
月
13
日
か
ら

　

９
月
29
日
ま
で

○
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会

８
月
18
日

○
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

９
月
21
日

○
記
念
式
典　

９
月
29
日

○
田
舎
の
食
体
験
ツ
ア
ー

10
月
12
日

○
三
瓶
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
収
穫
祭
、
食
の
祭
典
）

10
月
13
日
か
ら
14
日

○
ぐ
る
っ
と
三
瓶
く
に
び

き
ウ
オ
ー
ク

10
月
19
日
か
ら
20
日

○
さ
ん
べ
花
火
大
会

平
成
26
年
３
月

※
こ
の
ほ
か
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
開
催
日

等
変
更
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
50
周
年
事
業
の

主
な
イ
ベ
ン
ト
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こ
の
バ
ス
は
、
三
瓶
山
の
ふ
も
と
を
周
回

し
、
朝
夕
に
石
見
銀
山
と
三
瓶
山
を
結
ぶ
バ

ス
で
す
。

　

バ
ス
運
行
は
、
三
瓶
山
国
立
公
園
指
定
50

周
年
事
業
の
一
つ
で
、
三
瓶
山
を
周
遊
す
る

新
た
な
魅
力
と
し
て
、
ま
た
、
石
見
銀
山
と

結
ぶ
こ
と
で
、
相
互
の
誘
客
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、期
間
限
定
で
運
行
し
ま
す
。

　

朝
と
夕
方
に
三
瓶
山
と
石
見
銀
山
に
直
通

便
で
接
続
す
る
ほ
か
、
11
時
か
ら
15
時
ま
で

の
日
中
は
、
三
瓶
周
回
道
路
を
反
時
計
回
り

に
４
周
し
ま
す
。

　

概
ね
１
時
間
に
１
本
程
度
の
運
行
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
西
の
原

に
車
を
停
め
て
三
瓶
に
登
り
、
北
の
原
に
下

山
、
こ
の
バ
ス
を
使
っ
て
駐
車
場
に
帰
っ
て

く
る
等
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
登
山
ル
ー

ト
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
中
で
は
三
瓶
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
案
内
放
送
が
流
れ
る
の
で
、
バ
ス

に
揺
ら
れ
な
が
ら
三
瓶
を
一
周
す
る
小
旅
行

も
楽
し
め
ま
す
。

　

詳
し
い
運
行
時
刻
や
運
行
経
路
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ぐ
る
っ
と
三
瓶
石
見
銀
山

周
遊
バ
ス
」
と
検
索
し
て
、
石
見
交
通
株
式

会
社
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
石
見
交
通

大
田
営
業
所
（
０
８
５
４-

82-

０
６
６
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

運
航
開
始
日
の
４
月
27
日
に
は
、
市
長
ら

関
係
者
が
出
席
し
、
三
瓶
温
泉
街
で
、
出
発

式
が
行
わ
れ
、「
ら
と
ち
ゃ
ん
」
や
「
テ
ン

ピ
ー
」
も
駆
け
付
け
、
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
始
発
便
に
は
、
志
学
保
育
園
の

園
児
12
名
が
乗
車
し
、
三
瓶
を
走
る
新
た
な

バ
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。

ぐ
る
っ
と
三
瓶

　
　
　

石
見
銀
山
広
域
バ
ス

　
「
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の

土
日
祝
日
に
運
行
」


